
んの回のようlt、 し×夕・力t入れたホて,
群[木女の糸Rそ っけ.それt回 し、Lメ ダカ
こ久 |、 フ 〕ヽて,ノ矢のみ月い

'■
嗜 ぇださし、。

Lメタ力` |ま ピ1の よ` }tLたく"ヵ＼。

'実

のア～■から」重べり1ひ、。

のタト准わに行廷

の ,象 く
い
ょぅ¬夕を

じ′ま

調 べた。
｀

ヽ

ヽ
_

ヽ

イ.

ウ .

ヽ́　
　
　
　
）
　
　
　
　
ｔ

る
い
　

　

　

ス

】、ノ　　ヽ″
燎

刃
い
　
に
。

いて
　
嶋い

で
　
　
同
知

ロ
ロ
　

　

　

　

と

、
″

(・ ,

い)祭たの不を蔵 tケ たたし(.にり
ぐヒ%んう薇るの|■ と`人が.
遂 が な れ 1。

糸でつるす。

紙の回転の向き

ア 探tの タカtiつ r颯ィ粂サ1く 自由 lこ
ア象七・oろ .

ほぽ´たの場アけで し,と しひ 1ろ

Aの 負 t,・ ,な く‖.

■‐ 3の 自1竃 ,・ 祭んの後力tlミ 41ゎ せ■),く ぐ1

t29栄系員から,しメゲ
"の
)象 ゲ乃ほ.

し ヽヽλろか 。

①

爾  爾  籠

ｔ
　
　
　
ヽヽ

(⑦ oO
ヽ
―
ノ t遊 べは“ょぃ。cぃまネlヵぃ回転
してt本質=政かつヵnt見えばヽヽため
メゲカi4 自由にラ象廷ヽ恒ヨる。

回転 したytit薇薇か 1夕くtの


